
 

 

  

 

２０２２年ＡＰＥＣ首脳宣言 

 

１.  我々、アジア太平洋経済協力（ＡＰＥＣ）首脳は、２０２２年１１月１８

日から１９日に４年ぶりに対面でバンコクに集まった。我々は、アオテアロ

ア行動計画も含め、ＡＰＥＣプトラジャヤ・ビジョン２０４０の履行を継続

する。本年、ＡＰＥＣの「Ｏｐｅｎ． Ｃｏｎｎｅｃｔ． Ｂａｌａｎｃ

ｅ」というテーマの下、我々は、長期的に、強固で革新的かつ包摂的な経済

成長及びアジア太平洋地域の持続可能性の目標を推し進めるための、①全て

の機会に開かれた、②全ての次元で連結した、③全ての側面で均衡のとれ

た、という３つの優先分野を推し進める。 

 

２.  我々は、新型コロナウイルス感染症のパンデミックへの対応、保健及び福

祉を促進するための我々の国民及び経済へのパンデミックの影響の最小化及

び全ての人の全体的生活水準の改善のための取組を強化してきている。 

 

３.  今年、我々は、ウクライナにおける戦争が世界経済に更なる悪影響を与え

ていることも目の当たりにした。この問題に関して議論が行われた。我々

は、３月２日の国連総会決議ＥＳ―１１／１（１４１か国が賛成、５か国が

反対、３５か国が棄権、１２か国が欠席）においてロシアのウクライナ侵略

を最も強い言葉で遺憾とし、同国のウクライナ領土からの完全かつ無条件で

の撤退を要求している国連総会や、国連安全保障理事会を含む他のフォーラ

ムで表明してきた立場を改めて表明した。ほとんどのメンバーは、ウクライ

ナにおける戦争を強く非難し、この戦争が計り知れない人的被害をもたら

し、また、成長の抑制、インフレの増大、サプライチェーンの混乱、エネル

ギー及び食料不安の増大、金融安定性に対するリスクの上昇といった世界経

済における既存の脆弱性を悪化させていることを強調した。この状況及び制

裁について、他の見解及び異なる評価があった。ＡＰＥＣが安全保障問題を

解決するためのフォーラムではないことを認識しつつ、我々は、安全保障問

題が世界経済に重大な影響を与え得ることを認識する。 

 

４.  我々は、全ての人々及び将来の世代の繁栄のため、２０４０年までに、開

かれた、ダイナミックで、強靭かつ平和なアジア太平洋共同体のためのＡＰ

ＥＣプトラジャヤ・ビジョンの実現にコミットすることを再確認する。我々

は、ＡＰＥＣのリーダーシップの強化及びＡＰＥＣをアジア太平洋の主たる

経済的フォーラムとし、近代的で、効率的かつ効果的なアイディアのインキ

ュベーターとするための取組を促進し続ける。ＡＰＥＣの協力は、共通の課

題への実際的な解決に貢献するとともに、持続可能な開発のための国連２０

３０年アジェンダを含む国際的な取組を補完する。この点に関し、我々は、

２０２２年に行われた取組のモメンタムを創出しバイオ・循環・グリーン 



（ＢＣＧ）経済におけるバンコク目標を通じ、持続可能性のための我々ＡＰ

ＥＣ全体の行動を調整することを決意する。 

 

５.  貿易・投資は、国際的な課題の解決を支援し、具体的な利益をもたらす機

会を開き、我々の人々の繁栄を後押しするための重要かつ不可欠な役割を担

う。我々は、国際経済の回復、成長、繁栄、貧困の緩和、全ての人々のため

の福祉、持続可能な開発及び環境の保護・保全に関する協力の円滑化におけ

る、国際貿易及びＷＴＯの重要性を強調する。我々は、自由で、開かれた、

公平で、無差別な、透明性のある、包括的かつ予見可能な貿易及び投資環境

を実現する決意を再確認する。我々は、好ましい貿易及び投資環境の促進の

ために、公平な競争条件を確保するための取組を継続し、市場を開放し続

け、サプライチェーンの混乱に対処するための我々のコミットメントを再確

認する。 

 

６.  我々は、第１２回ＷＴＯ閣僚会合（ＭＣ１２）の成果を歓迎し、ＷＴＯを

中心とした、ルールに基づく多角的貿易体制を更に強化することを決意す

る。我々は、ＭＣ１２の成果の早急かつ着実な履行を期待する。我々は、既

存及び新たに発生する世界貿易課題により良く対処できるようにするため、

全ての機能の改善に必要なＷＴＯ改革を支援するために引き続きＷＴＯにお

いて協力する。我々は、第１３回ＷＴＯ閣僚会合までに有意義な進歩を遂げ

るために共に取り組むことにコミットする。 

 

７.  アジア太平洋自由貿易圏（ＦＴＡＡＰ）アジェンダの進展におけるリマ宣

言及び北京ロードマップの有益な貢献を認識し、我々は、新型コロナ・パン

デミックとその後に係る新たな議論を通じた本年の同アジェンダの進捗を歓

迎する。我々は、ＦＴＡＡＰアジェンダの作業計画を通じた、質の高い、包

括的な地域の取組に向けたモメンタムを作り続ける。我々は、次年度のＡＭ

Ｍに対して、作業計画の実行の進捗を報告するよう職員に課している。同時

に、我々は、ＡＰＥＣビジネス諮問委員会（ＡＢＡＣ）を含むステークホル

ダーとの関与を更に強化し、官民セクターの対話を増加する。我々は、ＦＴ

ＡＡＰの作業計画及びＡＰＥＣ地域の経済統合における、ＡＢＡＣの提言を

評価し留意する。我々は、包括的経済発展を推進することに係るＡＰＥＣの

重点を強調する、貿易担当大臣（ＭＲＴ）及びＡＢＡＣの間での官民セクタ

ーの協働を賞賛する。また、エコノミーの貿易交渉力を向上させるための能

力構築に係る取組も継続する。 

 

８.  ポストコロナの経済回復を達成するために、包摂的で、持続可能で、イノ

ベーションフレンドリーに設計された、成長に焦点を当てた構造改革を実現

することが我々の優先事項である。これは、特に零細・中小企業（ＭＳＭＥ

ｓ）及びスタートアップ等の全ての種類のビジネスのための環境改善の促

進、国際市場への進出のために、それらを競争的、専門的、革新的に改善す



るために協力することを含む。我々は、構造改革のためのＡＰＥＣ促進アジ

ェンダ（ＥＡＡＳＲ）及びビジネス環境改善を含む、集合及び個別の努力を

行うことへのコミットメントを再確認する。 

 

９.  さらに、我々は、特に観光、交通及び新型コロナウイルス感染症のパンデ

ミックにより最も影響を受けたその他のサービスを含む、サービスセクター

の競争力を強化することの緊急性を認識する。我々は、ＡＰＥＣサービス競

争力ロードマップ（ＡＳＣＲ）の２０２５年までの完全な履行を目指し、Ａ

ＳＣＲ中期評価に対応するための取組を加速することへのコミットメントを

再確認する。サービス貿易におけるＡＰＥＣの国際シェアを増加すること

で、我々は、我々の経済にダイナミズムをもたらし、世界の成長の原動力と

してのＡＰＥＣの地位を下支えすることができる。 

 

１０.  マクロ経済及び構造的政策は、加速するインフレへの対応、持続可能

な経済回復の誘導、及び地域の生活水準の向上にとって死活的である。我々

は、持続可能な資金調達、能力構築、イノベーションと成長のための技術支

援及び気候変動を含む全ての環境課題に対処する重要性を再確認する。我々

は、経済活動や、国民への支援や景気刺激策の提供を含む公共サービスの提

供を促進し、金融包摂を推進するためのデジタルツールの推進を続ける。 

 

１１.  我々は、セーフ・パッセージ・タスクフォースを通じた、安全な渡航

のためのＡＰＥＣの取組を評価する。我々は、新型コロナウイルス感染症の

パンデミックから抜け出す中、航空及び海運従事者等の必要不可欠な労働力

のためのものも含め、我々の地域における安全かつ継ぎ目のない越境移動を

推進し、例えばワクチン証明書の相互運用やＡＰＥＣビジネス・トラベル・

カード（ＡＢＴＣ）が包摂的であることを確保すること等のインフラ及びツ

ールを改善するための協力を深化させる。 

 

１２.  我々は、ＡＰＥＣ連結性ブループリント（２０１５－２０２５）の履

行も含め、開かれた、相互に連結されたアジア太平洋地域の強化へのコミッ

トメントを再確認する。我々は、物理的、制度的、人と人との連結性を強化

するとともに、デジタル連結性を活用し、質の高いインフラ開発及び投資を

通じた地域、準地域及び遠隔地の連結性を促進する取組を強化する。我々は

持続可能で包括的かつ強靭な再生型観光を推進し、観光エコシステム全体を

つなげていくことを促進する。我々は、開かれた、安全かつ強靭なサプライ

チェーンを育成し、サプライチェーンの接続性を強化し、サプライチェーン

の混乱を最小化する努力を支持する。エコノミーが物流関連サービスに対す

る障壁を取り除く努力を継続することを奨励する。従って、我々は、ＡＰＥ

Ｃ閣僚によるサプライチェーン連結性枠組行動計画の第３フェーズの承認を

歓迎する。 
 



１３.  デジタル技術及びイノベーションは、包摂的かつ持続可能な成長を促

進し、サービスへのアクセスを改善するとともに、経済主体のインフォーマ

ル経済からフォーマル経済への移行を促進することを含め、所得と人々のよ

り良い生活を創出する機会を向上させるより大きな役割を果たす。我々はデ

ジタル・インフラへのアクセスの促進、デジタル・スキルやデジタル・リテ

ラシーの開発支援を含む、国家間のデジタル格差の橋渡しのための協力を深

化させる。我々は、データの流通の円滑化及びデジタル取引における、ビジ

ネスと消費者の信頼の強化のために協力する。 
 

１４.  我々は、地域内のデジタルシステム及びツールの相互運用性の醸成を

通じ、貿易の円滑化及び障壁の撤廃と、急速な成長を解き放つためのデジタ

ル変革の力を認識する。我々は、ＡＰＥＣに、デジタル経済における、より

先進的かつ包摂的な協力イニシアチブを育成することを推奨する。我々は、

そのために、新規及び新興の技術並びに我々の社会の全ての潜在能力の活用

確保とビジネス及び消費者のために実現可能な、包括的で、開かれた、公平

で、無差別なデジタルエコシステムを創出するため、ＡＰＥＣ インターネ

ット及びデジタル経済に関するロードマップ （ＡＩＤＥＲ）の履行を加速

する。 

 

１５.  我々は、力強い、バランスのとれた、安全な、持続可能かつ包摂的な

成長を促進するコミットメントを確認する。我々は、気候変動、異常気象及

び自然災害、食料安全保障、温室効果ガス排出を軽減する、持続可能なエネ

ルギーへの移行を含む今日の課題に対処するために、関連する活動への投資

を促進することを含め、地域におけるエネルギーの回復力、アクセス、安全

保障を確保するため、より集中的な取組が必要であることを認識する。我々

はまた、ＡＰＥＣ・ＩＵＵ（違法・無報告・無規制）漁業と闘うためのロー

ドマップ及びＡＰＥＣ海洋ごみロードマップの履行のために、具体的な措置

を取り続ける。この点に関し、我々は、全ての環境的課題に包括的に対処す

るための国際的活動を支援する経済政策、協力、及び成長の促進のための取

組を促進し、実際的な進展をもたらすため、ステークホルダーの協力の深化

を求める。 

 

１６.  我々は、ＡＰＥＣの持続可能性目標を進める包括的枠組としての「バ

イオ・循環・グリーン （ＢＣＧ）経済のバンコク目標」を採択する。我々

は、既存のコミットメントとワークストリームに加え、また新たな野心的な

コミットメントを検討しながら、力強く、即応的かつ包括的な形でバンコク

目標を推し進める。また、本年ＡＰＥＣ・ＢＣＧ賞が設立され、地域におけ

る持続可能性の成果を評価するようになったことを歓迎する。 

 

１７.  我々は、新型コロナウイルス感染症のパンデミックと闘うために我々

のリソースを動員し、将来的な保健への脅威に対して予防及び準備し、対応



するためのシステムを強化する。我々は、国際的な公共財としての新型コロ

ナウイルス感染症に対する広範な免疫獲得に断固として取り組む。公共保健

の従事者が、人々の命を守り、人々の健康を守ることに多大な貢献をしてい

ることを認識し、我々が公共保健をより強化することは必須である。我々

は、保健サービスへのデジタルソリューション及びアクセスの改善、ユニバ

ーサル・ヘルス・カバレッジを達成することを目指す保健システムの強化の

ための取組を継続すべきである。 

 

１８.  我々は、世界的な食料サプライチェーンを強化し、食品ロスや食品廃

棄を削減し、我々の農業及び食料システムを、より強靭で、生産的で、革新

的で持続可能であることを確保することで、長期的な食料安全保障を促進す

るための我々の取組を推し進め、強化することを約束する。我々はまた、農

業、林業、海洋資源、及び漁業における持続可能な資源管理に向けた取組へ

のコミットメントを再確認する。我々は、全ての人にとって食料を、十分、

安全で、栄養があり、入手しやすく、手の届く価格のものとするための道筋

として、２０３０年に向けた食料安全保障ロードマップの計画を歓迎する。 

 

１９.  長期的な経済成長は、我々の社会の全ての能力を実現させることにの

みよって達成されることを認識し、我々は、ＡＰＥＣの関連プロセスにおい

て、ジェンダー主流化のアプローチをとる努力を継続すること及び女性と包

摂的成長のためのラ・セレナ・ロードマップ（２０１９－２０２５）の完全

な履行を加速させることを歓迎する。我々は、ＭＳＭＥｓ及び女性を含む全

ての人々が、経済機会へのアクセスを支援され、我々の経済に貢献し、利益

を得る環境を構築することにコミットしている。これらの取組に加え、我々

は、例えば、必要に応じて、先住民、障害者、遠隔地や農村地域の人々な

ど、経済的潜在力があるその他のグループとのＡＰＥＣの協力を拡大し、ま

た、包括的かつ持続可能な経済成長を進める上での若者の役割を促進する更

なる取組を推奨する。我々は、雇用及びディーセントワークを促進し、我々

の労働力がデジタル及びグリーン経済に参加し主導することを可能にするた

め、人材育成、特に、リソースへのアクセス、リスキリング、アップスキリ

ング、生涯学習及びその他の支援へのアクセスを強調する。 

 

２０.  汚職が、経済成及び開発に悪影響を及ぼしていることを再認識し、

我々は、国境を越えた汚職に共同で対処し、汚職犯罪者及び彼らの不正な資

産の安全な逃避先をなくすため、実質的な行動及び団結したアプローチを取

ることにコミットしている。  

 

２１.  我々は、アオテアロア行動計画等も通じ、ＡＰＥＣプトラジャヤ・ビ

ジョン２０４０の実現を加速化することへのコミットメントを改めて表明す

る。この取組において、我々は、ＡＰＥＣプトラジャヤ・ビジョン２０４０



の全ての要素を効率的かつ効果的に達成するために、ＡＰＥＣガバナンス及

び組織構造を改善し、ＡＢＡＣを含むステークホルダー及び国際・地域機関

との関与を深化させる。 

 

２２.  我々は、２０２２年ＡＰＥＣ閣僚会議並びに貿易、観光、保健、林

業、食料安全保障、女性と経済、中小企業及び財務の２０２２年分野別担当

大臣会合の成果を歓迎する。 

 

２３.  我々は、２０２２年にＡＰＥＣを主催したタイに感謝するとともに、

米国が主催する２０２３年ＡＰＥＣを楽しみにしている。我々は、ペルーと

韓国がそれぞれ２０２４年と２０２５年のＡＰＥＣを主催することを歓迎す

る。 

 

 

  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 


